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１ 日 時  令和元年 10月 31日（木） 

２ 学年・組 第２学年Ａ・Ｃ組（男子 18名，女子９名，計 27名） 

３ 単元観 

本単元は，地域交流プロジェクトⅡ【他地域との比較から地域を見直す】につながる単元であり，職場体験

学習を通して仕事の厳しさややりがい，社会の一員としてのマナーや心構えを考える。 

また，地域で活動する事業所の人々と関わることで，地域活性化についても考えることをねらいとする。 

さらに，今後ますます進展していくと考えられる国際社会にはあらゆる職業が関わっており，諸外国と無関

係に日常生活を送ることは困難である。同一種の職業について，日本国内や神石高原町内の事業所（職業）と，

外国との比較を通して，「地球規模で考えながら，自分の地域で活動する」思考を養う素地としたい。また，

本単元の学習内容は，英語科３年時における，姉妹校提携を結んでいるオーストラリア・バンダバーグ・クリ

スチャンカレッジ（ＢＣＣ）の生徒との「ウェブ会議による相互インタビュー活動」や，国語科の「プレゼン

テーションの技術」の項目，及び社会科の「世界からみた日本の姿」や「日本の諸地域」等の項目とも関連付

けて学習させたい。 

４ 生徒観 

本学年生徒は，令和元年５月に校内で実施したアンケート調査において，「あなたは神石高原町にいずれ戻

ってきたいですか」という項目や，「現在または将来，あなたは神石高原町のために何か貢献したい（役に立

ちたい）と思いますか」という項目において，８２％の生徒が肯定的な回答をしている。 

また，令和元年７月に実施した三和中学校生徒質問紙調査においては，「授業中，先生や友達の意見をよく

聞いて，自分の考えを深めています」という項目や，「周りの人と協力して学習を進めています」という項目

において，９３％の生徒が肯定的回答をしている。 

これらのことから，本学年の生徒は地域に対する意欲や関心が高く，協働学習を通して，自らの考えを深め

ようとしていることがわかる。 

しかし，一方で，「学習の振り返りをするときには，『どこまで分かったか』，『学習の方法でうまくいったこ

とや失敗したことなどの理由』を考えています」という項目においては，約７割の生徒しか肯定的回答をして

いないことから，自分たちを客観的に評価する方法やその手順については，指導の工夫を行う必要があること

が伺える。 

５ 指導観 

 

・課題解決のためにどのような情報を集めたらよいかを考えさせ，解決に向けた見通しをもたせる。 

総合的な学習の時間 第２学年 神石高原町立三和中学校 

指導者    藤井 大介 
湯谷 好史 
瀧本 憲史 
佐伯 啓樹 

   

 

 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

 

 

 

 
｢主体性｣ ｢課題解決力｣ ｢振り返り力｣ 

地域交流プロジェクトⅠ 
【職場体験学習を通して神石を活性化させる方法を考えよう】 
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・調べ学習の意義を理解させるとともに，職場体験学習を情報収集の場として設定し，積極的にコミュ

ニケーションを図らせることにより，情報収集を促す。 

・調査し考えまとめたことを，相互に発表，議論させ，比較などを行わせながら自分自身の考えを深め

させる。 

 

・「課題設定，情報収集，整理分析，まとめ・創造・表現」の４つのステップを意識させ，これらのサ

イクルを作りながら，各々の段階で，自分の姿がどのようであったかを基にして自己評価させる。 

・振り返りの視点と振り返り例を明示することにより，全ての生徒に振り返り活動に取り組ませる。 

・２学期末に次世代議会で提案することを伝えることで，学習の見通しを持たせる。 

 

・社会科で学習した世界情勢を基に，職業についての多角的なものの見方を育む。 

・三和中ブランドの「地域のことを誇りを持って語れます」，「課題解決に向けて学び合いをすること

ができます」，「『感謝の気持ち』を『やる気』につなげることができます」の３つの項目を意識さ

せ，学んだことを自己の生活に生かすことができるようにする。 

 

６ 単元で育てたい資質・能力及び本単元の目標と評価規準 

○ 本単元で身につけさせたい資質・能力と評価基準 

資質・能力 
評価基準 

Ｉ Ｃ Ｅ 

主体性 

・自身が将来就きたい職業に
ついて，様々な視点から調
べようとしている。 

・神石高原町にある事業所に
興味を持ち，自分の就きた
い仕事と関連付けて調べ
ようとしている。 

・各々の職業や事業所につい
て，異なる意見を持つ他者
との意見交換等を通して，
自らの考えを深めようと
している。 

・神石高原町にある事業所や
自分が将来就きたい職業
について情報を集め，国内
外との比較をすることで
自分や地域の今後につい
て考えようとしている。 

課題解決力 

・職場体験学習の目標を明確
にし，積極的に必要な情報
を収集することができる。 

・自分たちの地域の職業（事
業所）をグループ分けする
ことができる。 

・神石高原町の事業所が担っ
ている役割について，海外
の同一事業と比較したり，
グループ等での対話を通
したりして，考えることが
できる。 

・比較や意見交流等を通し
て，新たな課題を発見した
り，その課題に対する仮説
を立てたりすることがで
きる。 

振り返り力 

・各事業所の持っている役割
や，自分たちの日常生活と
諸外国とのつながりなど
について，理解できている
と実感している。 

・各教科で学習した内容を基
に，各事業所の持っている
役割や，自分たちの日常生
活と諸外国とのつながり
などについて，述べること
ができるということを実
感している。 

・単元の学習の前後で，地域
についてそれまで持って
いた知識が，どのように変
化したのかを実感してい
る。 

・本単元で学習した内容が，
応用して日常生活・社会生
活・自己の変容などにつな
げることができると実感
している。 
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７ 単元計画（54時間） 

 

次 学習活動 生徒の思考の流れ 
評価 

◇評価規準（評価方法） 

１ 

｜ 

２ 

課題の設定 
・自分の将来就きたい職業を，町
内や国内，海外のものと比較し，
今後の学習についての見通しを
持つ。 
 
・１年生時の「総合的な学習の時
間」の内容を振り返り，神石高原
町内にどのような事業所がある
のか，また自分は将来どのような
職業に就きたいと思っているの
かを考え共有する。 

・自分は将来～として働きたいな。 
・～として働くためにはどのような力が
必要なのだろう。 
・１年生の時に，神石高原町内の事業所
を産業ごとのグループに分類する活動を
行ったな。 
・それぞれの産業の視点ごとに，この町
を活性化させるためにはどのような手段
があるのかを調べてまとめ，参観日で発
表したな。 
・１年生の時に学習した内容について，
忘れていることも多くあるので，復習を
しておかないといけないな。 
・どのような視点で自分の将来就きたい
職業を見ていけば良いのかな。 

神石高原町にある事業所に
興味を持ち，自分の就きた
い仕事と関連付けて調べよ
うとしている。（行動観察・
ワークシート）【主体性】 
 
 

３ 

 

情報収集 
自分が将来就きたい職業や，職業
を選ぶ上での価値観について考
える。 

・自分は「やりがい」という項目を一番
に考えたいな。 
・「人との交流」をすることができて，
「自分の能力を活かすことができる」仕
事ができたらいいな。 
・「安定した収入」も必要かな。 
・まだ今の時点では「働く」ということ
がどのようなことなのか，正直よく分か
らないな。 
・友達と比較をしてみることで，将来就
きたい職業を選ぶときの基準には色々な
考え方があるのだと感じた。 

自身が将来就きたい職業に
ついて，様々な視点から調
べようとしている。（行動観
察・ワークシート）【主体性】 

４ 情報収集 
エゴグラムを用いて，自分自身の
性格や考え方の特徴について知
る。 

・エゴクラム診断をしてみて，自分には
「決まりをきちんと守ろうとする意識が
強い」，「周りの人に配慮をすることが
できる」という特徴があることに気づく
ことができた。これを活かせるような職
業にはどんなものがあるだろう。 
・エゴグラム診断を通して，新しい自分
の一面を発見することができた。 

自身が将来就きたい職業に
ついて，様々な視点から調
べようとしている。（行動観
察・ワークシート）【主体性】 

５ 

 

 

 

情報収集 
学年で「働く」ことについてのイ
メージマップを作成する。（職場
体験前段階） 
 

・エゴクラム診断をしてみて，自分には
「決まりをきちんと守ろうとする意識が
強い」，「周りの人に配慮をすることが
できる」という特徴があることに気づく
ことができた。これを活かせるような職
業にはどんなものがあるだろう。 

各々の職業や事業所につい
て，異なる意見を持つ他者
との意見交換等を通して，
自らの考えを深めようとし
ている。（行動観察・ワーク
シート）【主体性】 

６ 情報収集 
「働くために必要な力」について
考える。 

・５つの職業例（コンビニ店員，プロス
ポーツ選手，警察官，シェフ，医者）に
ついて，その仕事をしていくうえでの「
必要な力」や「大切な想い」について考
えることができたな。 
・今日学習した職業以外にも，それぞれ
の職種で働いておられる方がどのような
想いを持たれているのかを知りたいな。 

職場体験学習の目標を明確
にし，積極的に情報収集し
ようとしている。（行動観
察・ワークシート）【課題解
決力】 
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７ 

｜ 

９ 

情報収集 
自分が将来就きたい職業につい
ての調べ学習を行う。 

・獣医師の業務内容や，その職に就くた
めに必要な資格について調べることがで
きた。 
・自分が将来就きたい職業は町内に有る
のかな。 
・もしも有る場合には,その現状や課題は 
どうなっているのかな。 
・もしも無い場合には，その理由は何だ
ろう。 
・国内の他の地域ではどうなのかな。 
・オーストラリア等にはこんな職業はあ
るのかな（違いは何だろう）。 
・英語の授業のウェブ会議等を活用し，
姉妹校提携を結んでいるオーストラリア
の中学生にインタビューすることはでき
ないかな。 

自身が将来就きたい職業に
ついて，様々な視点から調
べようとしている。（行動観
察・ワークシート）【主体性】 
 
職場体験学習の目標を明確
にし，積極的に情報収集し
ようとしている。（行動観
察・ワークシート）【課題解
決力】 

10 

｜ 

12 

情報収集 
自分が将来就きたい職業につい
て，海外の同一種の職業を調べ，
日本のものと比較をする。 

・自分は将来公立中学校の教員になりた
いと思っていたけど，日本の公立中学校
教員と，アメリカやオーストラリアの公
立中学校教員とでは，一日のスケジュー
ルが全然違うんだな。 
・国や地域によって，その職業のあり方
というものは大きく異なるのだな。 
・自分は将来医者になりたいと考えてい
るけれど，海外でも日本国内でも，地域
ごとによる，「医師不足による治療機会
の格差」という問題は共通しているのだ
な。 
 

各事業所の持っている役割
や，自分たちの日常生活と
諸外国とのつながりなどに
ついて，理解できていると
実感している。（行動観察・
ワークシート）【振り返り
力】 
 

13 整理分析 

調べ学習を通して得た日本国内

の職業と，外国の職業との比較デ

ータを学年内で共有する。 

・友達の発表について，〇〇という気づ
きがあったな。 
・友達の発表を聞いて，△△という疑問
が生まれたので，それを発表者に伝えて
あげよう。 
・△△という新しい疑問を友達から得る
ことができた。夏休み中の職場体験を活
用したり，BCCとのウェブ会議を通したり
して，この疑問を解決していきたいな。 
・1年生の時に神石高原町に必要な仕事に
ついて町長に提案したけど,これらにつ
いて国内の他の地域やオーストラリアと
神石高原町の違いってどこにあるんだろ
う。 
・他の地域や国のやっていることで取り
入れられることはないかな。 
・実際に働いている人たちはどう思って
いるのだろう。 
・町内にある事業所にも目を向けてみた
いな。 

各事業所の持っている役割
や，自分たちの日常生活と
諸外国とのつながりなどに
ついて，理解できていると
実感している。（行動観察・
ワークシート）【振り返り
力】 

14 

｜ 

17 

課題設定・情報収集 
・(１年時の学習を振り返り)神石
高原町内にある事業所を項目ご
とに分類する。 
・それぞれの事業所の仕事内容等
についての調べ学習を行う。 
・「なぜその事業所が神石高原町

・「こばたけ保育所」や「どんぐり幼稚
園」は「子供の教育」というカテゴライ
ズ化ができそうだな。 
・「神石高原町立病院」や「快生薬局」
は「医療」グループに入りそうだな。 
・どうしてこの町内に複数の保育所や幼
稚園があるのだろう。 

自分たちの地域の職業（事
業所）をグループ分けする
ことができる。（行動観察・
ワークシート）【課題解決
力】 
 
神石高原町にある事業所に
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内にあるのか（必要性）」につい
て考える。 

・中学校の数は減っているのに，保育所
や幼稚園の数は減っていないのはどうし
てだろう。 
・○○という事業所と神石高原町にはど
のようなつながりがあるのだろう。 

興味を持ち，自分の就きた
い仕事と関連付けて調べよ
うとしている。（行動観察・
ワークシート）【主体性】 
 

18 整理分析 
・それぞれのグループが立てた
「なぜその事業所が神石高原町
内にあるのか（必要性）」に対す
る仮説を交流する。 

・町が発行した「～神石高原の子育てガ
イド～2017年度版」によると，神石高原
町には「神石高原こども医療費助成制度
」というものがある。このように，町は
「子供を育てる」ことに重きを置いてい
るから，この町内に複数の保育所や幼稚
園があるのではないかな。 
・町が「子供を育てる」ことに重きを置
いていることは理解できました。では，
町内の保育士さんたちは，町の施策や意
向を受けて，どのような思いや気持ちを
持って働いているのでしょうか。 
・その疑問には今すぐに答えることがで
きないな。 

神石高原町の事業所が担っ
ている役割について，海外
の同一事業と比較したり，
グループ等での対話を通し
たりして，考えることがで
きる。（行動観察・ワークシ
ート）【課題解決力】 
 
各々の職業や事業所につい
て，異なる意見を持つ他者
との意見交換等を通して，
自らの考えを深めようとし
ている。（行動観察・ワーク
シート）【主体性】 

19 

｜ 

23 

・職場体験先の決定 
・事業所への依頼の電話練習 
・マナー講座受講 
・事業所への事前依頼電話 

・私は××事業所で職場体験をさせても
らって，前時に得た疑問の解決につなげ
たいな。 
・事業所の方と話をするのは緊張しそう
だな。事前にしっかりと練習しておかな
いといけないな。 
・当たり前のマナーをしっかり守ってい
くことは，仕事をするうえで絶対に必要
なことなんだな。今日のマナー講座で学
んだことを職場体験でも活かしていきた
いな。 
・夏休み中の事前訪問日の日程を決める
ために，電話での応答の練習をしなくて
はいけないな。 
・事業所の担当所の方と話をして，夏休
み中の事前訪問の日程を決定させること
ができた。 

職場体験学習の目標を明確
にし，積極的に情報収集し
ようとしている。（行動観
察・ワークシート）【課題解
決力】 
 

24 

｜ 

49 

情報収集 
職場体験学習 

・職場体験学習を通して，仕事の大変さ
や働く上での大切な想いについて考える
ことができた。 
・△△という疑問点を解決するためのヒ
ントを見つけることができた。 
・町内の事業所のことを知ることができ
た。同じような職種の，外国での働き方
はどうなっているんだろう。 

職場体験学習の目標を明確
にし，積極的に情報収集し
ようとしている。（行動観
察・ワークシート）【課題解
決力】 
 
 

50 

｜ 

53 

整理分析  
まとめ・創造・表現 
・次世代議会での発表に向けたテ
ーマの決定 
・職場体験レポートの作成 

・職場体験を通して得た経験や疑問点に
対する答えをレポートにまとめよう。 
・比較を通して得ることのできた疑問が
完全に解消されたわけではないので，BCC
の生徒に直接聞いてみたいな。 
・どんなテーマで発表を行おうかな。 
・この町の強みや弱みはいったいなんだ
ろう。 
・事業所の方から伺ったこの町の強みや
弱みを更に強化したり，減少させたりす
るような方法には，どのようなものがあ
るのだろう。 

各教科で学習した内容を基
に，各事業所の持っている
役割や，自分たちの日常生
活と諸外国とのつながりな
どについて，述べることが
できるということを実感し
ている。（行動観察・ワーク
シート）【振り返り力】 
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54 

｜ 

57 

振り返り 
・職場体験学習を通して，自分た
ちには町の活性化のためにはど
のようなことができそうかを考
える。 
・12 月には神石高原町次世代会
議で,町を活性化するための方策
を発表することを知る。 
・次世代議会での発表に向けての
資料作成をする。 
 

・自分たちにできることは何だろうか。 
・今回調べてまとめたことを，オースト
ラリアの生徒にも伝えてあげたいな。 
・町の次世代議会で発表をして，神石高
原町を活性化させたいな。 

町の活性化に向けて，比較
等を通して得た情報を有効
に活用しながら，自分たち
に何ができるかということ
を実感している。（行動観
察・ワークシート）【振り返
り力】 

比較や意見交流等を通し

て，新たな課題を発見した

り，その課題を解決するた

めの仮説を立てたりするこ

とができる。【課題解決力】 

 
 

 

 

８ 本時の展開 

（１）本時の目標 

整理・分析した情報を，図や表にまとめて分類することで，神石高原町の課題解決に向けた具体的な

方策を考え，次世代議会での提案につなげることができる。 

（２）準備物 

ワークシート 

（３）本時の展開 

学習活動 指導上の留意事項 
資質・能力 

（評価方法） 

 

〇本時の目標と学習の流れを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

○それぞれのグループごとに，考えるべき課

題を確認する。 

 

 

 

◇本時の学習の流れを黒板に示し，具体

的な解決策を考え出すことを知らせ

る。 

 

 

 

 

 

◇黒板に掲示する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

本時の目標：整理・分析した情報を，図や表にまとめて分類することで，神石高原町の課題解決

に向けた具体的な方策を考え，次世代議会での提案につなげることができる。 

１.本時の流れの確認      ５分 

２.グループ内議論        25分

３.発表・意見交流（全体）   15分 

４.まとめ・振り返り       ５分 
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○グループ内で議論を行う。 

 

 

 

 

 

【生徒記入例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇４つの観点ごとに，各欄に記入する具

体策を話し合う。 

◆それぞれのグループ内で全ての生徒

が意見を述べることができるよう，助

言等を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

比較や意見交流等を通し

て，新たな課題を発見し

たり，その課題を解決す

るための仮説を立てたり

することができる。【課題

解決力】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

①住みやすい町づくりを目指し，高齢者が生きがいを持って，神石高原町で安心して生活できるた

めにはどうしたらよいか。 

②活気ある神石高原町を目指し，多くの人に神石高原町を知ってもらい，みんなが神石高原町に訪

れるようになるためにはどうしたらよいか。 

③少子高齢化の中で持続可能な町づくりを目指し，若者や子育て世代が安心して働き，生活できる

神石高原町にするためにはどうしたらよいか。 

④神石高原町の環境や豊かな自然を守ることを目指し，神石高原町の自然や景観を生かした町づく

りを進めるにはどうしたらよいか。 

⑤神石高原町の認知度を高め，工業をブランド化することを目指し，神石高原町の製品をどのよう

に売り出し，アピールしていけばよいか。 

Ｄ（外部から見たときの町の弱み） 

 

①少子高齢化，人口減少が進んでいる。 

 

②町の認知度が低く，発信力が弱い。 

 

③町を活性化するための取組について，外部

との連携が限定的であったり，連携による影

響力が弱かったりする。 

Ｃ（外部から見たときの町の強み） 

 

① U ターンや I ターンが多い。田舎暮らしブ

ームの影響。 

 

②182 号線で中国道，山陽道に接続している。 

 

③人柄が温かく，「挑戦」を後押ししてくれる。 

 

Ｂ（職場体験を通して発見した町の弱み） 

 

①労働人口の高齢化が進んでいる。 

 

②作物や製品などを大量生産することが難し

い。 

③特産物や製品などが外部の地域の方に知ら

れていない。 

 

Ａ（職場体験を通して発見した町の強み） 

 

①地元密着型の職場が多い。 

 

②仕事に誇りを持ちながら働かれている。 

 

③地元の食材や原材料などを活用している。 

 

 

外 

内 

弱 強 
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○各班の具体案を全体に向けて発表する。 

 ・質疑応答を行う。 

 

 

【予想される生徒のやり取り】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・「Ａ」で「Ｃ」を強化する。 

 ・「Ａ」を活かして「Ｄ」を回避する 

 ・「Ｂ」を改善して「Ｃ」を逃さない 

 ・「Ｂ」を改善して「Ｄ」を回避する 

※どの観点から話し合いを進めてもい

いが，あらゆる可能性を出し合う。 

※司会・記録・発表者を決めてから話し

合いを始めさせる。 

※「予算」や「条件」などを考慮して実

現可能か否かを十分に吟味するよう

指導する。 

※案の目的や実行方法などを具体的に

発表できるように指導する。 

 

 

 

◇各班の代表者に発表させる。 

 

 

 ・聞く側はメモを取る。 

 

 

 

 

 

 

 

○「話し合いの評価基準」を提示する。 

レベル 状態 

４ 
全員が納得できる解決策

をまとめている。 

３ 

全員の発言・意見を検討

して解決策をまとめてい

る。 

２ 
すべての人が発言してい

る。 

１ 発言が一部に偏っている 

 

  

私たちの班では，Ｂ（職場体験学習を通してみた町の弱み）として，「特産物や製品などが，外部

の地域の方に知られていない」ということを挙げました。 

 また，Ｃ（外部から見たときの町の強み）として「住人の温かさ」や「182 号線で中国道や山陽道

に接続している」ことが挙げられます。このＢを改善してＣを逃さないようにするために，私たちは

「U ターンや I ターンでこの町に来られた人や外部から来られた人に対し，この町の仕事を紹介する

ような場を設定したらいいのではないか」と考えました。 

 

 発表ありがとうございます。町の広報誌などに，既にそのような特集が組まれていて，三和協働支

援センターで配布されているのではないですか。 

 

 それは知りませんでした。既にそのようなものがあるのですね。しかし私たちの計画とは，町の広

報誌に載せてアピールするだけではありません。ゆっくらや神石高原ホテルには県内をはじめ，県外

からも多くの観光客が訪れていることも職場体験学習で事業所の従業員さんへの質問からわかりま

した。そこで，両事業所のおみやげ売り場で神石高原町の特産物のキャンペーンを行えば良いのでは

ないかと思います。そこに，町内にある事業所の食品や製品などを展示，説明，販売したり，健康に

関するイベントのようなものを行ったりすれば，この町の仕事の特徴や魅力を色々な人にアピールで

きるのではないかと考えます。 
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○本時の振り返り，次時の確認 
 

 

 

【振り返りの視点】 

① 掲示された「話し合いの基準」のどのレ

ベルまで達成できたか。 

② グループ内や全体での意見交流を通し

て，「町を活性化させるための方策」につ

いて，町議会でどのような提案ができそう

か。 

③ グループで話をしてみて新しく気づい

たこと。 

 

 

 

 

 

 

【生徒の振り返り例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇本時の振り返りをワークシートに記

入する。 

 

 

 

◆振り返りの視点を明示する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

① 掲示された「話し合いの基準」のどのレベルまで達成できましたか。○をつけましょう。     

４  ３  ２  １ 

 

② グループ内や全体での意見交流を通して，「町を活性化させるための方策」について，町次世

代議会でどのような提案ができそうですか。 

    

私は三和林業株式会社で職場体験をさせてもらった。「この町の自然や景観を生かした町づ

くりをしていくためにはどうしたら良いか」ということについて，最初は，「町内の木材を加

工した木彫りの製品などを通信販売すればいい」と考えていた。しかし，話し合いの中で，「そ

れではそれを買った人にしかこの町の自然などの魅力が伝わらない」という意見をもらった。

このような意見を踏まえて，「この町を訪れた多くの人に，実際に製品を見てもらったり，手

に取ってもらったりできるような場を設けるのが良いと新しい考えを持つことができた。これ

を町次世代議会で提案したい。 
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９ 板書計画 

 

 
 

目標  整理・分析した情報を，図や表にまとめて分類することで，神石高原町の課題解決に向けた具体

的な方策を考え，次世代議会での提案につなげることができる。 

 

 

 

 

 

 

本時の流れ 

① グループ内議論 

② 意見交流（全体） 

③ まとめ・振り返り 

 

④  

１ 班 

具体案 

２ 班 

具体案 

 

３ 班 

具体案 

４ 班 

具体案 

５ 班 

具体案 

６ 班 

具体案 


